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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

「里」短歌会
菊池短歌会
七城短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

木原 ☎0968（24）0776
安藤 ☎0968（25）4285
佐々 ☎0968（24）3761
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／ 写真　
　現代詩の旗手の言葉と銀
河の星空の見事な写真が呼
応する、十万光年に祈りを込
めた宇宙詩篇。
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4�夜空をおもいっきり
　楽しむ図鑑

　流星や流星群など夜空に
まつわる疑問に、天体写真
を用いて詳しく解説。夜空
を見上げたくなる図鑑です。
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�1神秘的で美しい星図鑑

　南天の空で見られる星座
や月、惑星にまつわる神話・
逸話などを紹介。イラスト
が魅力的です。

マリー・ドルレアン／作
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�3夜をあるく

　真夜中に家族で、家を出
発する。町の中を森の中を
どこに向かって行くのか…。
冒険が始まる。
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　「ばけばけ」のモデル・小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

とセツ。二人のこと、
熊本との関わりについて小泉八雲の曾孫が語ります。

　「スマホは便利だが難しい」「孫とテレビ電話で話し
たい」など、スマートフォンへの興味と同時に不安感
を抱いている皆さん、本講座に参加しませんか。
　菊池高校スマートアク
ティ部の学生の皆さんが、
スマートフォンの使い方
について、分かりやすく
丁寧に教えます。気軽に
ご参加ください。

中央公民館 大研修室ところ
小

こ

泉
いずみ

 凡
ぼん

さん（小泉八雲記念館館長）講　師

8月9日㈯ 午後2時～4時と　き

7月10日㈭、9月11日㈭、10月９日㈭、
11月13日㈭、12月11日㈭、令和８年1月
15日㈭、2月12日㈭、3月12日㈭

日　程

無料受講料

中央公民館会　場

各回10人 
※先着順。定員に達し次第、締め切ります

定　員

中央公民館まで電話もしくは窓口で申し
込んください。申し込みの際、質問した
いことを伝えておくと当日スムーズです。

申込方法

時　間 午後4時30分～6時

50歳以上の市民対　象

朝の連続テレビ小説
「ばけばけ」を見る前に！

「菊高生に学ぶスマホ講座（シニア編）」を
開催しています！

　今年も各館で市民大学を開催しました。その中か
ら、中央公民館で行われた「菊池さわやか大学」につ
いて紹介します。
　第1回目の講座では、「睡眠と健康」をテーマに、久
留米大学名誉教授を講師に迎え、話を聞きました。

　講座では、睡眠不
足や過剰な睡眠が体
に与 える影響、そし
て睡眠の質を高める
ためにはどのような
生活を送るべきかに
ついて学びました。

公民館主催講座を紹介します

100人（要申込）定　員 無料参加費
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